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1946年南海地震の震源

Hypocenter of the 1946 great Nankai earthquake
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1 9 4 6年南海地震の震源については、地震波の到達時を用いて気象庁（1 9 8 2）、金森（1 9 7 2）、浜田（1 9 8 7）に
よって、さらに当時の機械式地震計の特性を利用して岡野（1 9 8 8）によって求められている。これらの震源と現
在の微小地震観測から得られる震源分布や地殻構造との関連性に基づいて、岡野（1 9 8 8）の震源位置の妥当性が
高いことを論ずる。

1 9 4 6年南海地震の震源は気象庁（1 9 8 2）、金森（1 9 7 2）および浜田（1 9 8 7）によって求められている。これらの
ほとんどはＪＭＡによって観測された初動時刻を用いて求められているが、当時の記録は刻時の精度が不充分で
あるうえに、震源が海域のために納得のいく震源の位置が得られたとはいいがたい。岡野（1 9 8 8）は、京都大学
阿武山および上賀茂地震観測所のウイ－ヘルト地震計の記録に加え、当時の機械式地震計の特性を生かして、初
動のベクトルの向きとＰ-Ｓ時間を使って妥当な震源の位置を求めている。最近観測点が増設され、しかもＷＩＮ
システムの情報処理技術が取り入れられて、震源決定が容易になったので、南海地震の震源と考えられる紀伊半
島の南端海域における微小地震について豊富な震源情報が得られるようになった。木村・岡野（1 9 9 8）によれば
この地域における、マントル地震が発生する、ほぼ5 k mの厚さをもった地殻下の層が南海地震の震源域であるこ
とから、この領域に入る岡野（1 9 8 8）の震源が最も妥当であると推測される。他の震源は地震のほとんど起きて
いないアセノスフエア内に入るので適当な位置とは思われないが、この領域における震源分布や地殻構造につい
ては不明な点が多いので、なお検討する必要がある。これらの震源の位置は南下がりの地殻地震の分布域と北下
がりのマントル地震の分布域との接触面付近にあるので、現在その地域に発生する地震の震源分布や、メカニズ
ム等についての情報を得ることは次の南海地震発生の予測に有効であるとも考えられるので、調査した結果を述
べる。


